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みなさんに質問 会場は挙手、オンラインはリアクションで

1. オープンソースって実際よくわからないし、どことなく不安…

2. オープンソースどんどんやっていきたい！



オープンソースは、社会を支える公共財として

多様な価値を生み出す身近な存在である

4

今日お伝えしたいこと



弾力性は0.04、つまり2017年から2018年にかけてのGitHubへのコミット

数の10%増加は、EUのGDPの0.4%に貢献している。
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オープンソースが経済にもたらすインパクト

引用（DeepLにて自動翻訳・太字は筆者）：
OpenForum Europe. First results European Commission Open Source Study. https://www.openforumeurope.org/wp-
content/uploads/2020/11/OFE_Fraunhofer_OS_impact_study_5_Nov.pdf(参照 2024-11-1)

「オープンソースソフトウェアおよびオープンソースハードウェアのソース
コードへの貢献がGDPを押し上げている」とするEUの調査結果

欧州成長モデルに基づく経済効果の定量化
欧州委員会がOSSとOSHが欧州経済に与える経済的影響について調査を実施
（2021年9月に調査報告書が公開）



6

3.11東日本大震災－日本におけるデジタル公共財の原体験

図表引用：
日本経済新聞.震災に立ち上がったボランティア技術者は何をしたか 地震後4時間足らずで
オープンした「sinsai.info」. 
https://www.nikkei.com/article/DGXNASFK1703B_X10C11A6000000/ (参
照 2025-4-22)

OSGeo (Open Source Geospatial) 財団 吉田 大介. 東日本大震災とFOSS4G 
(Free and Open Source Software for Geospatial). 
https://www.ospn.jp/osc2011-kyoto/pdf/OSC2011kyoto_OSGeo.pdf(参照 
2025-4-22)

地理空間データ（ジオデータ）と地理空間
情報に関するOSSを用いたボランティア活動
が活発化



ブロックを組み合わせていくように、

モジュールやコンポーネントといった

「部品」のひとつとしてOSSを活用

しシステムを設計する
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“ありもの”を組み合わせて作る「ビルディングブロック」



1. 技術革新のスピードアップ 

• OSSは最新技術の迅速な活用を可能にする

2. 柔軟性と透明性

• OSSはカスタマイズ性が高く、商用ソフトウェアにない自由度を提供

• セキュリティリスクの早期発見や修正が可能になり、外部からの攻撃
や不正利用に対する耐性が強化される

3. 無駄なコストの削減

• ライセンス費用が不要なため、投資余力を生む

• 再利用と共有によるリソースの節約

4. 標準対応

• 業界標準の形成と相互運用性の担保
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オープンソースの役割と価値
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平時に繋がっておく、備えておくことが大事

出典：林野庁計画課 室木直樹、『効率的な航空レーザ測量の実施に向けた省庁連携
－令和６年能登半島地震の対応－』（2024年）、クリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国
際 ライセンス（CC BY 4.0）

事例：林野庁の事業費で国土地理院が航空レーザ測量を実施、
計測データを林野庁で解析

国土地理院と林野庁は以前から情報共有・
提供の仕組みを構築していた
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